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第3学年2組男子保健体脊科(体首分野)学習指導案

指導者石良孝洋

学習のくくり「ベースボール型涼技J(2 7時間)

2 共通テーマを軸とした教科カリキュラムの構想図

保健体青科3年間でめざす姿

生涯スポーツや健康・安全上の課題解決に必要な実践力を高めるとともに，現在および将来における，

自他の明るく豊かな生活実現に向けて，主体的に運動やスポーツを活用したり，自他の健康を保持増進し

たり，安全を確保したりしようとする生徒

保健体育科3年間の共通テーマ

誰もが心身ともに健康かつ安全に生活し，運動やスポーツによる豊かさを実感できる社会を実現するた

めに，自分はどのように生きていきたいか

<保健分野の共通テーマ>自分にとって， i健康」や「安全Jとは，どのような存在か。なぜ，社会全体で「健康jや「安
全」について取り組んでし、かなければならないのだろうか。なぜ，中学校で「健康jや「安全Jについて学ぶのだろうか

保
健
分
野

心身の発達と心の健鹿

思春期をむかえた私たちの
心と体は，どのように変化
するのだろうか。心の健療
を保つために，どのように
心 や 体 の 変 化 に 向 き 合 っ
て生活していこうと考えるか

健麗と環壌
環境は，私たちの{本にどのような影響を与える
のだろうか。健康を保つために，どのように環境
をコントロールしていこうと考えるか

健康な生活と病気の予防

病気は，どのような要因で
起こるのだろうか。個人や
集団の健康を保つために
社会の一員としてどのよう
に生活していこうと考える
お、

協替の!坊1.1:
傷容は，どのような要因で起こるのだろうか。健
康と安全を保つために，どのように傷害を防止し
たり.傷害に対応したりしていこうと考えるか

<体膏分野の共通テーマ>自分にとって i運動jや「スポーツjとは，どのような存在か。これからの社会にとって， i運
動」や「スポーツJとは，どのような存在なのだろうか。なぜ，中学校で「運動jや「スポーツjについて学ぶのだろうか

体ほぐしの運動3

体力を高める遼動3

体っくり運動
心や体をほぐしたり，体力を高めたりするためには，どのように運動すればよいのだろ
うか。体っくり運動の魅力とはイliJか

{本ほぐしの運動 1 体ほぐしの運動 2

体力を高める漆動 1 主体力を高める運動 2

マット運動

器械運動の各運動で，技をよりよくできるようにしたり，演技をしたりするためには，ど
のように運動すればよいのだろうか。器械運動の魅力とは何か

跳び箱運動

睦上競技の各種目で，よりよい記録を出すためには，ど、のように運動すればよいのだ
ろうか。陸上競技の魅力とは何か

器械運動

陸上競技

体
育
分
野

平泳ぎ

;氷

て之ご

水泳の各泳法で，よりよい記録を出すためには，
だろうか。水泳の魅力とは何か

静ク口ール

創作ダンス 1

仲間とともに感じを込めたり，イメージをとらえて表現したりするためには，どのように
踊ったらよいのだろうか。ダンスの魅力とは何か

創作ダンス 2 翻作ダンス 3

サッカーやバスケットボーノレで勝つには，どのようにプレイすればよいのだろうか。
ゴ戸ーノレ型球技の魅力とは何か

ダンス

ゴール型球技

サ ッ 力-1 パスケットボール サッカ-2

ネット型球技
バドミントンやバレーボーノレで勝つには，どのようにプレイすればよいのだろうか。ネッ
ト型球技の魅力とは何か

バドミントン バレーボール

ベースボール製球技ぷ高Z43説了に叫に川口川すれば斤かめ町付いふが

ソフトボー)1"1 :ノフトηてーjし2

武道 柔道で勝つには，どのように技をかければよいのだろうか。武道の魅力とは何か

柔 道 1 柔這 2 柔道3

Z一一空守

学習のくくり
の表記方法

※保健分野の共通子ーマ体育分野の共通テーマ白保健体育科3年間の
共通子ーマはω 学習のくくりではなくl 金体の学習の援り返りとして扱う.
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3 学習のくくり「ベースボール型球技Jについて

( 1 )学習の構想表

(五監脚学本習時一活¢一動学一習一場一面一ー 一---一一 育一成一す一る一資一質~・~能階力の層要レ素ベルと

ガイダ../ 

《共通テーマと共通課題の理解》

0ベースボール型球技とソフトボールの特性(1) 

ベースボール型球技に共通する運動の特性ソフトボールのt説話や
ソ

jボフトL 

ス 戦術，基本的なルールやゲームの進め方，歴史について学習し，学

1 習全体の見通しをもっ。また，学習計画表を提示し、共通テーマや

共通課題について理解する。

つ 0技術練習とゲーム (4)

1 

学習かむ

キャッチボール(ゴロ，フライの捕球など)， トスバッティングを
〆ー、、 練習し，簡易なルールでゲームを行う。
12 0チーム練習とゲーム (3)、、./

〆回、、 ソフトボールの基本的な戦術を学習し，ゲームで試す。
11 0ゲーム (4)¥、d〆

チームで作戦を立て，ゲームを行う。

0ソフトボールの特性(1) 

ソフトボールの技持作戦術，基本的なルールやゲームの進め方につ

いて学習し，学習全体の見通しをもっ。また，共通テーマや共通課つ

かむ学宵
題について再確認する。

。技術練習と簡易ゲーム (3)

キャッチボール(ゴ口，フライの捕球など)， トスパッティングを

8 練習し，簡易なルールでゲームを行う。

0技術練習とゲーム (4)

キャッチボールとトスパッティングを練習するとともに，攻撃と守

備でのルールを学習し，ゲームで試す。

《追究課題の設定》

追究す学習る

。共通課題を受けた追究課題の設定 (2)

ソ 自己や自チーム・他チームの特徴や作戦，戦術をもとに，追究課題

ルボフト

(個人の技術やチームの仲間との連携で意識したり改善したりする

べきポイント)を明確にし，作戦や戦術，練習方法を考える。

《追究活動~~交流活動》
0総当たり戦のゲーム (4)

2 6 ゲームとチームミーティング(ゲームの振り返りと作戦や戦術，練
〆~、

習方法の再検討)およびチーム練習を繰り返し，追究課題に取り組15 
む。(本時3/4)、明d〆

《充荒活動~~振り返りの記述~~振り返りの記述の交流》
0これまでの学習を振り返り，共通テーマに対する自己の最適解をま

とめたり，仲間との交流を通して考えを深めたりする。(1 ) 

つ {期待する生徒の表れ}

子習なAげる4 一

-ベースボール型球技の魅力について，自分なりの考えを記述し
ている。

-ソフトボールや野球などの今後の楽しみ方として，テレビでの
高校野球の全国大会やオリンピック観戦などを挙げて記述して
いる。

l -戦術や作戦という視点から，ベースボール型球技の楽しさにつ、、._/

いて語り合っている。
-学習したことを生かして昼休み休日や将来の生活などにお

いて，ベースボール型球技にかかわろうとしている。 など
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(2)本学習のくくりでめざす生徒の姿とその姿に迫るための具体的な手だて

本学習のくくり「ベースボール型球技Jは，プロ野球や高校野球の全国大会などを代表するように，国民に

広く愛されているスポーツであると言える。さらに，友人や家族とキャッチボールをすることもベースボール

型球技の楽しみ方のーっととらえれば，多くの人に親しまれるスポーツとして，生涯を通じたスポーツとのか

かわりを実践できる可能性をもっていると考える。

本学習のくくりでは，個人やチームの能力に応じた作戦を立てるとともに，作戦に応じたバットやボールの

操作，走塁やカバーリングなと、のボールを持たないときの判断力や技能を高め，ゲームに生かせることを目指

している。そして，チームの仲間と連携して攻防を展開し，勝敗を競う楽しさや喜びを味わわせることで，生

涯を通じてベースボール型球技を実践したり，観戦したり，サポートしたりといった「する・みる・支える・

知る」の視点から個人の生活に応じて「ベースボール型球技Jとの豊かなかかわり方を学ばせていきたい。そ

こで，本学習のくくりでめざす生徒の姿を次のように設定する。

チームや個人の能力に応じた作戦を立て，状況に応じた守備のフォーメーションやパッティング，安定し

たバット操作，連係した動きにより相手打者からアウトをとる攻防を展開することで，ゲームの勝敗を競い

合う楽しさや喜びを味わい，明るく豊かな生活実現のために 自らの生涯におけるベースボール型球技との

かかわり方について考えようとする生徒

本学習のくくりでは，上記のめさす生徒の姿に迫るために，次の学習活動に取り組ませる。

まず，ガイダンスではベースボール型球技に共通する運動の機能的特性，効果的特性や構造的特性，ソフト

ボールの技体内戦術，基本的なルールやゲームの進め方，歴史になどついて学翌し，学習計画表を示しながら

学習全体の見通しをもたせる。さらに，本学習のくくりの共通テーマや共通課題を提示することで，おぼろげ

ながらに学習内容を理解させる。また，学習計画表を示し，今後の学習の見通しをもたせる。

次に，つかむ学習ではソフトボールの基本となる技能の習得を目指して取り組ませる。これまで学んだ基本

技能の上に，連係を意識したプレイや技術の習得を目指して学留に取り組ませる。例えば，二人組だけのキャ

ッチボールだけではなく，四人組から六人組による速投練習や複数人が縦一列に並んでの中継プレイを意識し

たキャッチボールなどを取り入れることで，より実践に近い形で指導を行う。この時，どのように捕球や送球

などのプレイをしたらよいか，またボールに直接かかわらない時にどのように動くことがより早くて効率のよ

い中継プレイが可能になるかをグループで考えさせる場を設定することで，練習を繰り返しながら技術を身に

つけさせていく。ゲームを行うためのチーム編成やルールっくりについては，自分たちが楽しめるように話合

いによって決めさせていく。あらかじめ示したルールを基盤にしながらも，固執することなく，前時のゲーム

やルールを振り返り ルールを柔軟に変えていくことで 生涯スポーツの実践につなげていきたい。

追究する学習では，共通課題をもとに自ら追究課題を設定させる。ベースボール型球技の経験の有無や技能

差があっても，生徒全員がソフトボールの魅力である攻防のおもしろさに触れ，楽しめるルールづくりや練習

方法を考えていけるように、ルールっくりや練習方法について練り合う場を設定する。個人やチームの特徴，

課題を明確にし，それを克服するための練習や，相手チームに勝つための作戦を話し合い，実践していく時間

を設定することで，生涯にわたってスポーツに親しみ，スポーツとよりよくかかわる力を育成していきたい。

つなげる学習では，学習計画表に記入してきた気づきのメモを参考にさせながら，共通テーマに対する自分

なりの最適解を見いださせる。

(3)本学習のくくりの共通テーマと共通課題

共通テーマ
ベースボール型球技で勝つためにはどのようにプレイすればよいだろうか(レベ咽)

(本質的な関いの
ベースボール型球技の魅力とは何か(レベ岨)

階層レベル)

共通課題
個人やチームの特徴に適した作戦を立て役割に応じたボール操作やチームメイトとの

連携により，攻防を展開しよう。

4 本時について(本時25/27)
(1 )本時の目標

[運動についての i自己や自チームの特徴，相手チームの特徴を明確にし，作戦を立てることができる。

思考・判断) I 伍国×回.IE31) 
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(2)学習過程

鎗生徒の活動 ※期待する生徒の表れ

畿教科委員を中心に附属中ラジオ体操と

補強運動を行う。

警警学習課題を確認し 本時の見通しをも

つ。

-指導上の留意点 。支援 く〉ユ嗣匝

@大きな声と動作で行うようにし、けが防止のため、十分に身体

を温めさせる。

Il 自己や白チーム，相手チームの特徴から作戦を立てて試合に生かそう。 JI 

警警前時までの練習内容や試合を振り返り， 1 .前時のゲームで明らかとなった個人やチームの特徴と課題と合

チームごと攻守においてよかった点や| わせて本時の作戦を立てるようにうながす。

課題点について確認し，本時のゲームに 10守備ポジションの位置やボールを持たない時の動きなどについ

向けての作戦を立てる。 1 てチーム全体で共有できるように，作戦板(ホワイトボード)

を舟い，視覚的に確認するように助言する。

鯵作戦の実行に向けてチーム練習をする。|・互いの練習内容を確認し，グラウンドの使い方をキャフ。テン向

士で、話し合って決めるように指示する。

3年2組のオリジナルソフトボール

ルールでゲームを行う。

-試合時間20分程度とする。

(3'"'-'4イニング)

・四球 (4ボール)あり。

-タッチアウトなし。

(アウトゾーンを設ける)

-進塁ラインを設定する 0

.攻撃は一]11震のみ。

-捕手は相手チームから出す。

I 相互審判で行う。 など j

0上手く練習が進まないチームには，技術的なポイントや既習の

チーム練習の方法について確認するように助言する。

-対戦するチーム同士が力を発揮できるよう 設定したルールに

ついては，試合中に混乱しないように試合前に確認しておくよ

うに指示する。

-試合中の好プレイや連係プレイが完成した持はチーム全体で認

め合い，チーム内の雰囲気がよくなるような声かけなどをうな

がす。

。作戦の意図が実践できていない時や発揮で、きていないチームに

は，チームメイトがベンチに集まった際や試合中にチーム内で

互いに作戦のポイントなどを伝え合うように助言する。

種多チームで本時のゲーム内容について振!・積極的に作戦板(ホワイトボード)を用いるよううながす。

り返り，作戦が有効であったかどうかに 10打球の方向の違いに対して適切な対応が分からない生徒やチ一

ついて振り返る。 1 ムには，打球の処理方法や個人の守備範囲などを作戦ボード上

で視覚的に確認するようにうながす。

一自チー一概
から，作戦を立てて試合に生かして

警警本時の学習を振り返り，共通テーマにつ

いて考えたことや気づいたことを学習

計画表の「気づきのメモJに記入する。

0技術的な課題が多く，連係してフ。レイで、きていないチームには，

技術を向上させる練習方法の工夫を検討した上で，作戦の練り

直しを行うように助言する。

く〉本時の目標について ※印のような生徒の表れが見られたか。
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